
吉
田
健
］
年
譜
追
考

鋤

島
　
内
裕
　
子

要

旨

　
本
稿
は
、
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
吉
田
健
一
の
翻
訳
や
初
出
誌
な
ど
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
を
紹
介
し
な
が
ら
、
主
と
し
て
、
昭
和
二
〇
年
代
か
ら
四
〇
年

代
ま
で
の
彼
の
文
学
活
動
を
概
観
す
る
。

　
特
に
昭
和
二
四
年
六
月
か
ら
昭
和
三
五
年
八
月
目
で
、
中
断
を
挟
み
な
が
ら
も
通
巻
四
八
号
に
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
あ
る
び
よ
ん
』
は
、
当
時
の
吉
田
健
一
に

と
っ
て
、
作
品
発
表
の
舞
台
の
一
つ
と
な
っ
た
雑
誌
で
あ
り
、
そ
こ
に
寄
稿
し
た
評
論
や
エ
ッ
セ
イ
な
ど
は
、
後
に
い
く
つ
か
の
単
行
本
に
再
録
さ
れ
て
、
彼
の
英
文

学
論
を
形
成
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
『
あ
る
び
よ
ん
』
に
掲
載
さ
れ
た
座
談
会
や
鼎
談
な
ど
は
、
そ
の
性
格
上
、
彼
の
著
作
に
は
直
接
入
ら
な
い
が
、
そ

こ
で
の
発
言
は
彼
の
文
学
観
や
人
間
観
を
知
る
う
え
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
し
、
そ
の
後
ど
の
単
行
本
に
も
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
ご
く
短
い
エ
ッ
セ
イ
な
ど
も
あ
る
。

現
在
最
も
詳
細
な
集
英
社
版
『
吉
田
健
一
著
作
集
』
全
三
〇
巻
補
巻
二
巻
は
、
補
巻
を
除
い
て
、
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
限
り
収
録
し
て
い
る
の
で
、
こ

れ
ら
の
小
エ
ッ
セ
イ
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
り
、
年
譜
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
現
代
に
お
い
て
は
、
吉
賑
健
一
と
言
え
ば
評
論
家
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
翻
訳
家
と
し
て
の
側
面
も
忘
れ
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
翻
訳
の
中
に
、
年
譜
類
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
日
本
の
古
典

の
現
代
語
訳
の
仕
事
も
行
な
っ
て
い
る
。

　
吉
田
健
一
の
文
学
世
界
は
実
に
多
彩
で
多
様
で
あ
る
が
、
そ
の
本
質
を
究
明
す
る
た
め
に
は
『
吉
田
健
一
著
作
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
短
い
エ
ッ
セ
イ
や
、
数
々

の
翻
訳
書
な
ど
も
含
め
て
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
初
出
誌
と
単
行
本
で
ど
の
よ
う
な
推
敲
や
改
変
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
を
調
査
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
っ
て

く
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
吉
田
健
一
の
文
学
活
動
の
一
端
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
の
文
学
業
績
は
、
集
英
社
版
『
吉
田
健
一
著
作
集
』
全
三
〇
巻
補
巻
二

は
じ
め
に

巻
（
昭
和
五
三
～
五
六
年
刊
行
）
、
お
よ
び
新
潮
社
版
『
吉
田
健
一
集
成
』

全
八
巻
別
巻
一
巻
（
平
成
五
～
六
年
刊
行
）
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
全
貌
を
知
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吉
田
健
一
は
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
二
七
日
に
生
ま
れ
、

昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
八
月
三
日
に
、
六
五
歳
で
没
し
た
。
吉
田
健

放
送
大
学
研
究
年
報
　
第
十
五
号
（
一
九
九
七
）
（
一
－
二
十
）

甘
⊆
ヨ
巴
○
暁
讐
Φ
d
鼠
＜
Φ
邑
け
《
○
｛
島
⑦
＞
F
Z
ρ
届
（
δ
箋
）

頁唇
］
幽
O

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
昭
和
三
三
年
差
刊
行
さ
れ
た
筑
摩
書
房
版
『
現

代
日
本
文
学
全
集
』
を
始
め
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
文
学
全
集
に
も
彼
の

細
放
送
大
学
助
教
授
（
人
間
の
探
究
）
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著
作
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
『
吉
田
健
一
著
作
集
』
（
以
下
『
著
作
集
』
と
略
称
す
る
）
と
『
吉
田
健

一
集
成
』
（
以
下
『
集
成
』
と
略
称
す
る
）
に
は
、
ど
ち
ら
も
詳
細
な
年
譜

が
付
い
て
い
る
し
、
平
成
二
年
以
降
毎
年
刊
行
さ
れ
現
在
ま
で
に
一
一
冊

に
の
ぼ
る
、
講
談
社
文
芸
文
庫
版
の
吉
田
健
一
の
著
作
に
も
、
解
説
等
と

と
も
に
年
譜
が
付
い
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
年
譜
類
は
、
吉
田
健
一
の
生
涯
や
彼
の
文
学
活
動
を
一
望
す

る
う
え
で
有
益
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
詳
細
に
そ
れ
ら
の
年
譜
を
見

て
ゆ
く
と
、
い
く
つ
か
の
誤
り
に
気
付
か
さ
れ
る
し
、
出
典
未
詳
と
な
っ

て
い
る
初
出
誌
な
ど
に
つ
い
て
も
特
定
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
す
で
に
吉

田
健
一
没
後
二
〇
年
の
歳
月
が
過
ぎ
去
っ
て
い
る
が
、
新
た
に
付
け
加
え

る
べ
き
も
の
は
付
け
加
え
、
訂
正
す
べ
き
誤
り
は
訂
正
し
て
ゆ
く
必
要
が

あ
ろ
う
。
特
に
、
誤
っ
た
記
述
が
ひ
と
た
び
な
さ
れ
る
と
、
そ
の
後
の
年

譜
類
に
次
々
に
踏
襲
さ
れ
て
ゆ
き
、
事
実
と
し
て
定
着
し
が
ち
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
主
と
し
て
最
も
詳
し
い
『
著
作
集
』
と
『
集
成
』
の
年
譜
に

よ
り
な
が
ら
、
管
見
に
入
っ
た
新
事
実
を
付
け
加
え
、
誤
記
を
訂
正
し
、

吉
田
健
一
の
文
学
活
動
を
概
観
し
た
い
。

吉
田
健
［
の
翻
訳
活
動

1
　
　
『
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
探
検
記
』
の
翻
訳

　
吉
田
健
一
の
文
学
活
動
は
非
常
に
幅
広
い
も
の
で
あ
る
が
、

初
期
の
活

動
分
野
と
し
て
は
翻
訳
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
中
で
、
『
著
作
集
』
や
『
集

成
』
の
年
譜
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
、
『
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
探
検
記
』

の
翻
訳
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
三
六
年
九
月
一
五
日
発
行
の
筑
摩
書
房

『
世
界
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
全
集
』
2
0
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
同

書
に
は
他
に
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
パ
ー
ク
マ
ン
著
・
刈
田
元
司
訳
『
ラ
ラ
ミ

ー
へ
の
道
』
、
お
よ
び
ア
ン
・
E
・
プ
ト
ナ
ム
著
・
水
口
志
計
夫
訳
『
ピ
グ

ミ
ー
と
の
八
年
間
』
が
収
め
ら
れ
、
巻
末
に
は
泉
靖
一
に
よ
る
解
説
が
付

い
て
い
る
。

　
『
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
探
検
記
』
は
、
P
・
ハ
リ
ソ
ン
・
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
の

遺
稿
を
息
子
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

「
は
じ
め
に
」
の
部
分
の
署
名
に
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
と
あ
り
、

そ
の
傍
ら
に
吉
田
健
一
に
よ
っ
て
、
「
こ
れ
は
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
少
佐
の
遺
稿

を
編
纂
し
た
そ
の
次
男
で
あ
る
。
」
と
い
う
〔
訳
注
〕
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
以
外
に
は
訳
注
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。

　
解
説
に
よ
れ
ぽ
、
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
は
英
国
の
砲
兵
士
官
で
、
一
九
一
〇

年
前
後
に
ペ
ル
ー
・
ボ
リ
ビ
ヤ
・
ブ
ラ
ジ
ル
の
三
国
が
国
境
を
接
す
る
ア

マ
ゾ
ン
の
奥
地
で
国
境
画
定
委
員
会
の
測
量
に
従
事
し
て
い
た
。
こ
の
頃

彼
は
、
密
林
の
奥
地
に
今
は
無
人
と
な
っ
た
古
い
都
市
が
存
在
し
、
財
宝

が
埋
も
れ
て
い
る
と
い
う
伝
説
を
信
じ
る
よ
う
に
な
り
、
何
度
か
の
探
検

を
試
み
た
。
そ
し
て
、
一
九
二
四
年
の
探
検
を
最
後
と
し
て
、
彼
の
行
方

は
不
明
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
に
残
さ
れ
て
い
た
手
記
を
息

子
が
ま
と
め
た
も
の
が
、
こ
の
探
検
記
で
あ
る
。
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吉
田
健
一
が
、
昭
和
二
九
年
六
月
刊
行
の
『
文
芸
春
秋
臨
時
増
刊
　
秘

録
実
話
読
本
』
に
「
密
林
の
死
の
帝
国
へ
！
」
と
い
う
題
名
で
フ
ォ
ー
セ

ッ
ト
の
探
検
の
翻
訳
を
発
表
し
て
い
る
こ
と
は
、
『
著
作
集
』
と
『
集
成
』

の
年
譜
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
雑
誌
掲
載
の
翻
訳
は
未
見
で
あ
る
の
で
、

『
世
界
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
全
集
』
に
収
め
ら
れ
た
翻
訳
と
比
べ
て
ほ
ぼ

同
一
の
も
の
か
、
あ
る
い
は
抄
訳
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
七
年
後
に
こ
の

『
世
界
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
全
集
』
収
録
の
翻
訳
が
あ
る
こ
と
は
、
ほ
と

ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
う
の
で
紹
介
し
た
。

　
な
お
、
『
世
界
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
全
集
』
に
つ
い
て
言
及
し
た
箇
所
が
、

昭
和
三
七
年
一
〇
月
刊
行
の
『
横
道
に
逸
れ
た
文
学
論
』
（
文
芸
春
秋
新
社
）

所
収
の
「
読
物
と
文
学
」
に
見
出
だ
さ
れ
る
。

　
我
々
は
何
に
で
も
名
前
を
付
け
な
け
れ
ば
気
が
す
ま
な
く
て
、
読

ん
で
も
つ
ま
ら
な
く
て
読
物
に
な
ら
な
い
小
説
が
横
行
し
た
時
代

に
、
読
め
る
小
説
に
読
物
と
い
ふ
名
を
付
け
た
。
そ
し
て
こ
の
頃
に

な
っ
て
読
め
る
の
が
小
説
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
が
解
り
、
読
物
と

言
へ
ば
小
説
の
こ
と
に
な
る
の
で
、
小
説
で
は
な
い
読
物
を
指
す
の

に
今
度
は
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
い
ふ
名
称
を
使
っ
て
み
る
。
併

し
そ
の
名
称
は
ど
う
だ
ら
う
と
、
我
々
に
読
物
が
提
供
さ
れ
れ
ぽ
、

そ
れ
で
い
い
の
で
、
例
へ
ぼ
今
度
の
「
世
界
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
全

集
」
の
第
一
巻
に
収
め
ら
れ
て
み
る
チ
ェ
リ
イ
・
ガ
ラ
ア
ド
の
「
世

界
最
悪
の
旅
」
、
ヘ
デ
ィ
ン
の
「
さ
ま
よ
へ
る
湖
」
、
ハ
イ
エ
ル
ダ
ア

ル
の
「
コ
ン
・
テ
ィ
キ
号
探
検
記
し
、
及
び
間
宮
林
蔵
の
「
黒
龍
江
紀

行
」
の
四
篇
を
取
っ
て
み
て
も
、
読
物
の
世
界
が
ど
れ
だ
け
広
い
か
、

少
く
と
も
そ
の
こ
と
の
一
端
は
覗
け
る
筈
で
あ
る
。

　
こ
の
文
章
の
初
出
は
、
昭
和
三
五
年
六
月
＝
日
付
の
『
読
売
新
聞
』

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
吉
田
健
一
の
文
学
観
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、

「
文
学
」
と
は
、
ま
ず
第
一
に
読
め
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
、
彼
の
持
論
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
原
文
の
引
用
は
省
略
す
る
が
、

『
文
学
が
文
学
で
な
く
な
る
時
』
（
集
英
社
・
昭
和
四
七
年
三
月
）
の
第
十

章
で
、
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
が
英
国
に
帰
国
後
、
再
び
ブ
ラ
ジ
ル
に
戻
っ
た
こ

と
に
触
れ
て
い
る
。
吉
田
健
一
の
場
合
、
こ
の
よ
う
に
自
分
が
翻
訳
し
た

作
品
に
関
わ
る
こ
と
を
他
の
エ
ッ
セ
イ
な
ど
で
取
り
上
げ
た
り
、
翻
訳
作

晶
を
創
作
の
中
に
生
か
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
よ
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
吉
田
健
一
に
お
け
る
翻
訳
と
創
作
」
（
『
放
送
教
育

開
発
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
一
二
号
・
一
九
九
五
年
）
で
考
察
し
た
。

2
　
ラ
フ
オ
ル
グ
の
翻
訳

　
吉
田
健
一
は
、
二
十
代
半
ぼ
の
頃
、
ラ
フ
オ
ル
グ
論
を
発
表
し
、
そ
の

後
も
何
度
か
ラ
フ
オ
ル
グ
を
論
じ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
評
論
に
と
ど
ま

ら
ず
、
ラ
フ
オ
ル
グ
の
作
品
の
翻
訳
も
し
て
い
る
。
こ
の
翻
訳
に
つ
い
て

気
付
い
た
こ
と
を
書
い
て
お
き
た
い
。
吉
田
健
一
は
、
昭
和
ニ
ニ
年
一
一

月
に
角
川
書
店
か
ら
ラ
フ
オ
ル
グ
の
翻
訳
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
異
聞
』
を
、
昭
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和
二
三
年
六
月
に
は
ペ
イ
タ
ー
の
『
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
』
を
同
じ
く
角
川
書

店
か
ら
出
版
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述

が
見
ら
れ
る
。

　
『
堀
辰
雄
全
集
』
の
別
巻
一
（
筑
摩
書
房
・
昭
和
五
四
年
）
に
収
め
ら

れ
て
い
る
昭
和
二
一
年
六
月
五
日
付
の
神
西
清
か
ら
の
堀
宛
て
の
手
紙

（
二
三
〇
）
に
は
、
神
西
が
関
わ
っ
て
い
た
角
川
書
店
刊
行
の
「
飛
鳥
新

書
」
の
構
想
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ぽ
、
「
目
下
実
現
で
き
さ
う

な
プ
ラ
ン
」
と
し
て
、
山
内
義
雄
訳
の
ラ
ン
ボ
オ
詩
集
以
下
、
翻
訳
書
・

評
論
・
小
説
な
ど
三
七
冊
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
吉
田
健
一

訳
の
ペ
イ
タ
ー
『
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
』
（
手
紙
の
表
記
で
は
「
ペ
エ
タ
ア
『
ル

ネ
サ
ン
ス
』
し
）
と
、
ラ
フ
オ
ル
グ
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
異
聞
』
『
サ
ロ
メ
』
『
パ

ン
』
が
あ
る
。
結
果
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
で
『
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
』
だ

け
が
「
飛
鳥
新
書
」
と
な
り
、
ラ
フ
オ
ル
グ
の
三
作
品
の
翻
訳
は
、
『
ハ
ム

レ
ッ
ト
異
聞
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
、
単

独
で
出
版
さ
れ
た
。
し
か
し
、
神
西
の
手
紙
に
よ
れ
ば
、
最
初
の
構
想
で

は
、
ラ
フ
オ
ル
グ
の
翻
訳
の
方
も
「
飛
鳥
新
書
」
か
ら
刊
行
さ
れ
る
予
定

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
　
『
あ
る
び
よ
ん
』
に
お
け
る
吉
田
健
一

1
　
雑
誌
『
あ
る
び
よ
ん
』
に
つ
い
て

　
昭
和
二
四
年
六
月
に
新
月
社
か
ら
、
『
あ
る
び
よ
ん
』
と
い
う
雑
誌
が
創

刊
さ
れ
た
。
創
刊
号
の
表
紙
に
は
、
「
英
文
化
綜
合
誌
」
と
あ
り
、
そ
の
下

に
編
集
と
し
て
、
林
達
夫
・
吉
田
健
一
・
福
田
恒
存
の
三
振
の
名
前
が
挙

が
っ
て
い
る
。
巻
末
の
奥
付
で
は
林
達
夫
が
編
集
者
代
表
に
な
っ
て
い
る
。

林
が
執
筆
し
て
い
る
編
集
後
記
に
よ
れ
ば
、
こ
の
雑
誌
創
刊
の
経
緯
は
次

の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
最
近
、
至
る
と
こ
ろ
で
耳
に
す
る
の
は
、
一
種
の
イ
ギ
リ
ス
熱
の

勃
興
で
あ
る
。
（
中
略
）
こ
の
「
イ
ギ
リ
ス
熱
」
は
ま
だ
多
く
潜
熱
的

で
ま
た
散
在
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
正
し
く
組
織
し
て
、
こ
れ
を
わ

が
国
精
神
文
化
の
進
展
に
役
立
つ
新
し
い
一
つ
の
動
力
源
と
す
る
こ

と
が
、
我
々
の
力
強
い
念
願
で
あ
り
、
そ
の
や
う
な
意
味
合
か
ら
文

化
団
体
、
「
あ
る
び
よ
ん
・
く
ら
ぶ
し
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
機
関
誌
た

る
使
命
を
担
っ
て
、
こ
〉
に
「
あ
る
び
よ
ん
」
が
生
ま
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
趣
旨
に
よ
っ
て
発
刊
さ
れ
た
『
あ
る
び
よ
ん
』
は
、
途
中

何
度
か
中
断
し
た
り
、
発
行
所
が
変
わ
っ
た
り
し
な
が
ら
、
昭
和
三
五
年

八
月
の
第
四
八
号
ま
で
、
通
算
一
〇
年
以
上
続
い
た
。
最
終
号
の
編
集
者

代
表
は
松
方
三
郎
、
発
行
所
は
あ
る
び
よ
ん
・
く
ら
ぶ
、
発
売
所
は
大
修

館
書
店
で
あ
る
。

　
吉
田
健
一
は
こ
の
雑
誌
に
か
な
り
多
く
の
評
論
や
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
し

て
い
る
の
で
、
順
に
そ
れ
ら
を
概
観
し
な
が
ら
、
彼
が
『
あ
る
び
よ
ん
』
虚

を
舞
台
に
ど
の
よ
う
な
文
学
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
か
を
見
て
ゆ
き
た
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い
。
そ
の
中
に
は
従
来
の
年
譜
類
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
や
、
記
載

さ
れ
て
い
て
も
不
正
確
な
も
の
も
あ
る
の
で
、
随
時
指
摘
す
る
こ
と
と
す

る
。2

　
　
『
あ
る
び
よ
ん
』
創
刊
号
か
ら
第
七
号
ま
で

　
『
あ
る
び
よ
ん
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
吉
田
健
一
の
評
論
な
ど
を
順
次

見
て
ゆ
こ
う
。
ま
ず
創
刊
号
の
五
ペ
ー
ジ
は
書
籍
広
告
欄
に
な
っ
て
い
る

が
、
こ
こ
に
吉
田
健
一
の
雄
鶏
社
会
『
英
国
の
文
学
』
の
広
告
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
宣
伝
文
に
よ
れ
ぽ
、
「
チ
ョ
ー
サ
ー
よ
り
現
代
に
至
る
英
国
文

学
史
上
の
著
名
作
家
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て
、
英
国
文
学
に
造
詣
深
き
著

者
が
文
芸
評
論
的
に
説
い
た
労
作
…
…
。
」
と
あ
る
。
吉
田
健
一
は

昭
和
一
〇
年
に
刊
行
し
た
ボ
ー
の
『
覚
書
』
の
翻
訳
を
始
め
と
し
て
、
そ

れ
ま
で
に
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
翻
訳
書
な
ど
も
出
版
し
て
い
た
が
、
自
著
と
し

て
は
『
英
国
の
文
学
』
が
最
初
の
本
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
『
あ
る
び

よ
ん
』
に
彼
が
さ
ま
ざ
ま
な
記
事
を
発
表
し
て
い
る
こ
の
時
期
は
、
彼
の

文
学
活
動
が
本
格
化
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
吉
田
健
一
は
『
あ
る
び
よ

ん
』
に
長
短
さ
ま
ざ
ま
な
文
章
を
発
表
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
後

に
単
行
本
に
所
収
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
『
あ
る
び
よ
ん
』

は
、
作
品
発
表
の
舞
台
の
｝
つ
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
『
あ
る
び
よ
ん
』
創
刊
号
に
彼
が
書
い
た
の
は
、
「
英
国
の
近
代
文
学
」

と
い
う
評
論
で
あ
る
。
二
三
ペ
ー
ジ
か
ら
三
二
ペ
ー
ジ
ま
で
、
二
段
組
で

一
〇
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
。
最
後
に
「
付
記
」
と
し
て
、
「
こ
れ
は
昨
年
末
に

脱
稿
し
た
、
『
英
国
の
文
学
』
と
題
す
る
小
著
の
最
終
章
に
相
当
す
る
も
の

で
あ
る
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
三
二
ペ
ー
ジ
の
左
隅
に
は
思
索
社
の
広
告

が
出
て
お
り
、
吉
田
健
一
訳
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
著
『
シ
ェ
イ
グ
ス
ピ
ア
論
』

が
筆
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
評
論
「
英
国
の
近
代
文
学
」

は
、
後
に
大
幅
に
書
き
直
さ
れ
て
垂
水
書
房
版
『
吉
田
健
一
著
作
集
』
の

第
一
巻
（
昭
和
三
八
年
一
二
月
刊
）
所
収
の
『
英
国
の
文
学
』
の
第
一
〇

章
「
そ
の
忙
し
と
な
っ
た
。

　
初
出
と
改
稿
の
違
い
の
一
例
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
段
落
を
次
に

示
そ
う
。
こ
の
部
分
に
関
し
て
言
え
ば
、
初
出
と
比
べ
て
改
稿
で
は
、
英

国
の
文
学
の
流
れ
が
一
層
明
確
な
見
取
り
図
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　
英
国
の
近
代
文
学
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
っ
た
一
九
一
八
年

か
ら
始
る
と
す
る
よ
り
も
や
は
り
英
国
の
文
学
が
辿
っ
て
来
た
、
独

自
の
発
達
の
経
路
を
考
慮
に
入
れ
て
、
十
九
世
紀
末
よ
り
二
十
世
紀

に
移
行
す
る
期
間
に
生
じ
て
勢
を
得
た
、
文
学
上
の
傾
向
と
見
る
方

が
正
確
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
二
十
世
紀
の
初
頭
か
ら
、
第
二
次
世

界
大
戦
が
起
つ
た
一
九
三
九
年
ま
で
の
期
間
に
、
英
国
の
文
学
の
主

流
を
な
し
て
み
た
人
々
の
大
部
分
は
、
十
九
世
紀
末
に
既
に
仕
事
を

始
め
て
み
た
や
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
が

終
結
し
た
後
に
、
更
に
新
し
い
文
学
の
動
き
が
起
っ
て
一
種
の
混
乱

状
態
を
生
じ
た
こ
と
も
、
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
今

日
こ
の
、
一
九
二
〇
年
代
の
一
時
期
を
回
顧
す
る
な
ら
ば
、
問
題
は
、
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こ
の
時
に
現
れ
た
二
、
三
の
実
際
に
価
値
あ
る
新
人
の
仕
事
が
、
英

国
の
文
学
の
伝
統
の
上
で
如
何
な
る
形
を
取
る
か
、
と
い
ふ
こ
と
に

帰
着
す
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
然
も
こ
の
寄
与
に
よ
る
英
国
の
文
学

の
更
新
が
、
英
国
の
文
学
の
将
来
を
決
定
す
る
こ
と
も
確
実
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
『
あ
る
び
よ
ん
』
創
刊
号
所
収
「
英
国
の
近
代
文
学
し

　
英
国
の
近
代
文
学
に
就
て
は
英
国
の
文
学
そ
の
も
の
と
同
じ
規
模

で
、
別
に
語
ら
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
併
し
な

が
ら
、
凡
て
の
時
代
と
い
ふ
も
の
が
さ
う
で
あ
る
通
り
、
近
代
と
い

ふ
一
つ
の
時
代
も
そ
の
時
代
の
全
般
を
蔽
ふ
も
の
で
は
な
く
て
、
も

し
仮
に
十
九
世
紀
の
後
半
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
ま
で
を
近

代
と
見
倣
す
な
ら
ば
、
英
国
の
近
代
文
学
も
そ
れ
よ
り
は
も
っ
と
直

接
に
英
国
の
文
学
の
伝
統
に
即
し
て
発
展
し
た
十
九
世
紀
の
文
学
、

及
び
二
十
世
紀
の
文
学
と
呼
ん
で
い
い
も
の
か
ら
生
じ
、
又
こ
れ
に

育
て
ら
れ
て
行
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
英
国
の
文
学
に
就
て
語
り
終

る
の
に
当
り
、
そ
の
二
十
世
紀
の
文
学
、
或
は
二
十
世
紀
前
半
の
文

学
で
あ
っ
て
必
ず
し
も
近
代
文
学
で
は
な
い
も
の
に
触
れ
て
置
き
た

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
英
国
の
文
学
』
所
収
「
そ
の
後
」

　
『
あ
る
び
よ
ん
』
第
二
号
（
昭
和
二
四
年
一
〇
月
）
で
は
、
吉
田
健
一

は
座
談
会
「
イ
ギ
リ
ス
の
生
活
を
語
る
し
に
出
席
し
て
、
活
発
に
発
言
し

て
い
る
。
こ
の
座
談
会
は
河
盛
好
蔵
の
司
会
に
よ
り
、
小
池
厚
之
助
（
山

一
証
券
社
長
、
あ
る
び
よ
ん
・
く
ら
ぶ
理
事
）
と
松
方
三
郎
（
共
同
通
信

社
編
集
局
長
、
あ
る
び
よ
ん
・
く
ら
ぶ
常
任
理
事
）
と
吉
田
健
一
が
、
彼

ら
の
イ
ギ
リ
ス
留
学
の
体
験
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
座
談
会
の
様
子

は
、
『
著
作
集
』
に
も
『
集
成
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
内
容
を

簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
三
八
ペ
ー
ジ
か
ら
五
二
ペ
ー
ジ
ま
で
で
、
見

出
し
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
「
十
年
前
」
。
こ
こ
に
は
、
彼
ら
三
人
が
い

つ
ご
ろ
イ
ギ
リ
ス
に
行
っ
て
い
た
か
と
い
う
話
題
か
ら
始
ま
り
、
最
後
に

イ
ギ
リ
ス
か
ら
帰
国
し
て
、
ほ
ぼ
十
年
以
上
た
っ
て
い
る
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
。
次
は
「
印
象
に
の
こ
る
事
件
」
と
し
て
、
主
に
松
方
が
一
九
二
六

年
の
ゼ
ネ
・
ス
ト
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
そ
の
後
は
、
各
自
の
体
験
と

い
う
よ
り
も
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
英
国
論
・
文
化
論
に
な
り
、
「
壁
の
あ
る

社
会
」
「
劣
等
感
の
な
い
国
民
し
「
根
を
下
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ぶ
り
」
「
住
み
よ

い
ロ
ン
ド
ン
の
町
」
「
定
評
あ
る
イ
ギ
リ
ス
料
理
し
「
『
偽
善
的
』
目
生
活
の

複
雑
」
「
没
落
し
な
い
イ
ギ
リ
ス
貴
族
」
「
イ
ギ
リ
ス
人
の
偉
さ
」
「
イ
ギ
リ

ス
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
「
『
読
ま
れ
な
い
』
イ
ギ
リ
ス
文
学
し
「
男
性
的
文

化
と
イ
ギ
リ
ス
婦
人
」
と
い
う
見
出
し
が
挙
が
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
中
で
吉
田
健
一
の
発
言
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
文
学
に
つ
い
て
、
「
大
人
と
い
う
こ
と
で
思
い
出
し
た
の
で
す
が
イ
ギ

リ
ス
文
学
が
は
や
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
大
人
の
文
学
だ
と
い

う
こ
と
が
言
え
る
の
じ
ゃ
な
い
か
。
思
想
的
に
ど
う
の
こ
う
の
と
い
う
こ

と
が
取
上
げ
ら
れ
な
い
か
ら
、
や
は
り
掴
み
ど
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
大
人
を
満
足
さ
せ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、



吉田健一年譜追考132　（7）

大
人
の
小
説
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
よ
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
発
言
は
、
後
述
す
る
第
一
五
号
の
鼎
談
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

　
第
三
号
（
昭
和
二
五
年
一
月
）
に
は
、
口
絵
写
真
の
説
明
「
戦
後
五
年

　
　
英
国
の
今
日
　
　
」
と
評
論
「
不
思
議
な
国
の
ア
リ
ス
」
、
お
よ
び
「
編

集
後
記
」
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
「
不
思
議
な
国
の
ア
リ
ス
」
は
、
後
年

ど
の
単
行
本
に
も
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
初
出
時
に
若
干
見
ら
れ
た
誤

植
が
訂
正
さ
れ
て
、
『
著
作
集
』
補
巻
一
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
第
四
号
（
昭
和
二
五
年
一
二
月
）
に
は
、
口
絵
写
真
の
説
明
「
湖
畔
の

詩
人
ワ
ー
ヅ
ワ
ス
」
（
目
次
で
は
「
ワ
ー
ヅ
ワ
ス
の
ふ
る
さ
と
」
）
・
「
ロ
オ

ズ
奨
学
金
」
と
G
・
S
・
フ
レ
イ
ザ
ア
「
現
代
に
お
け
る
ワ
ー
ヅ
ワ
ス
の

意
義
」
の
翻
訳
を
載
せ
て
い
る
。
『
著
作
集
』
年
譜
に
は
「
湖
畔
の
詩
人
ワ

ー
ヅ
ワ
ス
」
の
説
明
文
の
こ
と
が
欠
落
し
て
い
る
。

　
第
五
号
（
昭
和
二
六
年
二
月
）
に
は
、
欝
絵
写
真
説
明
「
子
供
の
着
物
し

と
評
論
「
ウ
ィ
ン
ザ
ア
公
i
人
間
へ
の
突
進
　
　
」
（
目
次
で
は
「
ウ
イ

ン
ザ
ア
公
」
）
と
G
・
S
・
フ
レ
イ
ザ
ア
「
ロ
ン
ド
ン
の
若
い
文
士
連
」
の

翻
訳
の
三
篇
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
第
六
号
（
昭
和
二
六
年
四
月
）
で
は
、
座
談
会
「
思
い
出
の
学
生
時
代

（一

j
」
に
出
席
し
て
い
る
。
他
の
出
席
者
は
、
福
原
麟
太
郎
・
高
津
春
繁
・

池
田
潔
・
志
村
精
一
で
あ
る
。
な
お
、
『
著
作
集
』
と
『
集
成
』
の
年
譜
は

と
も
に
、
本
号
の
G
・
S
・
フ
レ
イ
ザ
ア
「
私
の
学
生
時
代
」
を
吉
田
健

一
の
翻
訳
と
し
て
記
載
し
て
い
る
が
、
彼
の
翻
訳
と
い
う
こ
と
は
明
記
さ

れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
第
四
号
と
第
五
号
の
フ
レ
イ
ザ
ア
の
翻
訳
を
吉

田
健
一
が
行
な
っ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
れ
も
彼
の
翻
訳
と
考
え
て

さ
し
つ
か
え
な
か
ろ
う
が
、
第
四
・
五
号
の
場
合
は
、
文
末
に
「
吉
田
健

一
訳
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
記
述

は
見
ら
れ
な
い
。

　
第
七
号
（
昭
和
二
六
年
六
月
）
に
は
、
第
六
号
の
座
談
会
の
続
き
と
、

ご
く
短
い
「
く
ら
ぶ
・
る
う
む
」
と
い
う
コ
ラ
ム
だ
け
で
あ
る
。
吉
田
健

一
は
、
創
刊
号
以
来
本
号
ま
で
毎
回
執
筆
し
て
き
が
、
こ
れ
以
後
は
第
八

号
・
第
九
号
の
よ
う
に
何
も
執
筆
し
て
い
な
い
号
も
あ
る
。
な
お
、
『
集
成
』

年
譜
の
昭
和
二
四
年
五
月
の
項
に
、
「
第
7
号
（
昭
和
2
6
年
4
月
）
ま
で
は

『
編
集
委
員
』
と
し
て
吉
田
健
一
の
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
」
と
あ
る
が
、

第
八
号
で
も
「
後
記
」
末
尾
に
付
さ
れ
て
い
る
「
編
集
委
員
」
に
吉
田
の

名
前
が
あ
る
の
で
、
年
譜
の
記
述
は
や
や
不
正
確
で
あ
る
。

3
　
第
八
号
か
ら
第
二
三
号
ま
で

　
『
あ
る
び
よ
ん
』
創
刊
号
か
ら
第
七
号
ま
で
は
、
毎
号
評
論
や
エ
ッ
セ

イ
や
座
談
会
な
ど
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
て
い
た
吉
田
健
一
で
あ
る
が
、

第
八
号
以
下
は
、
何
も
書
か
な
い
号
も
出
て
く
る
。
第
八
号
（
昭
和
二
六

年
九
月
）
・
第
九
号
（
昭
和
二
六
年
二
月
）
に
は
、
彼
の
寄
稿
は
見
ら
れ

な
い
。
第
一
〇
号
（
昭
和
二
七
年
一
月
）
も
ご
く
短
い
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

答
え
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
通
巻
一
〇

号
を
記
念
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
「
イ
ギ
リ
ス
の
よ
い
と
こ
ろ
わ
る
い

と
こ
ろ
し
と
い
う
題
で
あ
る
。
「
葉
書
回
答
・
到
着
順
」
と
あ
り
、
吉
田
健
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一
の
回
答
は
四
四
劇
中
五
番
目
で
、
次
の
よ
う
な
文
章
で
あ
る
。

　
い
い
と
こ
ろ
も
悪
い
と
こ
ろ
も
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
世
界
有
数
の
個

性
が
強
い
、
粘
り
強
い
国
民
だ
と
い
ふ
こ
と
に
帰
す
る
と
思
ひ
ま
す
。

　
そ
の
支
配
下
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
置
か
れ
た
く
な
い

が
、
な
る
べ
く
そ
の
国
の
人
間
を
多
く
友
達
に
持
っ
て
る
た
い
や
う

な
国
が
イ
ギ
リ
ス
で
す
。

　
第
二
号
（
昭
和
二
七
年
三
月
）
も
短
い
コ
ラ
ム
「
裁
か
れ
た
ロ
レ
ン

ス
し
を
書
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
次
の
第
一
二
号
（
昭
和
二
七
年
五

月
）
に
は
、
久
し
ぶ
り
に
評
論
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
『
嵐
』
に
つ
い
て
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
評
論
は
、
池
田
書
店
か
ら
『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
』
と
し
て
刊
行
（
昭
和
二
七
年
六
月
）
さ
れ
た
著
書
の
最
終
章
に
「
嵐
」

と
改
題
さ
れ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
『
あ
る
び
よ
ん
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の

と
、
こ
の
単
行
本
を
比
べ
る
と
、
句
読
点
や
漢
字
の
表
記
や
表
現
に
わ
ず

か
の
異
同
は
見
ら
れ
る
が
、
『
あ
る
び
よ
ん
』
創
刊
号
に
載
っ
た
「
英
国
の

近
代
文
学
し
が
、
単
行
本
所
収
に
あ
た
っ
て
大
幅
に
改
稿
さ
れ
た
の
と
は

違
っ
て
、
内
容
と
し
て
は
同
じ
と
見
徹
せ
る
。
な
お
、
『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
』

は
、
『
あ
る
び
よ
ん
』
第
＝
二
号
（
昭
和
二
七
年
七
月
）
の
「
あ
る
び
よ
ん
・

く
ら
ぶ
推
薦
図
書
」
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
推
薦
文
の
筆
者
は
不
明

で
あ
る
が
、
最
後
は
「
こ
れ
は
専
門
学
者
の
書
斎
の
研
究
で
も
な
く
、
さ

れ
ぼ
と
て
雑
文
的
批
評
家
の
放
言
で
も
な
い
。
実
証
と
詩
が
、
批
評
と
情

熱
が
、
美
し
く
融
け
合
っ
た
ひ
と
つ
の
成
果
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
わ
れ
わ
れ

が
こ
こ
に
本
書
を
推
す
所
以
は
、
実
に
こ
の
よ
う
な
評
価
と
共
感
に
よ
る

も
の
な
の
で
あ
る
。
」
と
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
第
＝
二
号
に
は
吉
田

健
一
自
身
の
寄
稿
は
な
い
。

　
第
一
四
号
（
昭
和
二
七
年
九
月
）
に
も
短
い
エ
ッ
セ
イ
「
旅
へ
の
誘
ひ
」

を
寄
稿
し
て
い
る
だ
け
だ
が
、
第
一
五
号
（
昭
和
二
七
年
一
一
月
）
に
は
、

鼎
談
「
イ
ギ
リ
ス
の
文
学
に
つ
い
て
し
に
出
席
し
て
い
る
。
こ
の
鼎
談
は
、

他
に
阿
部
知
二
と
中
野
好
夫
が
出
席
し
、
「
大
人
の
文
学
」
「
英
文
学
と
青

春
の
書
」
「
現
実
に
結
び
つ
く
英
文
学
」
「
現
代
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
傾
向
」

「
人
間
性
へ
の
興
味
」
と
い
う
見
出
し
が
付
い
て
い
る
。
鼎
談
末
尾
に
は
、

「
昭
和
二
十
七
年
七
月
一
日
、
N
H
K
第
二
放
送
」
と
あ
る
の
で
、
年
譜

類
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ラ
ジ
オ
放
送
を
活
字
化
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
鼎
談
で
中
心
に
な
っ
て
こ
〇
回
余
り
発
言
し
て
い
る
の
は

中
野
好
夫
で
あ
り
、
吉
田
と
阿
部
は
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
回
ほ
ど
で
あ
る
。
こ

の
中
で
、
中
野
好
夫
が
「
吉
田
君
は
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
と
英
語
も
や
る

の
だ
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
と
イ
ギ
リ
ス
文
学
と
両
方
や
つ
て
み
て
、
ど

う
い
う
と
こ
ろ
に
違
い
を
感
ず
る
か
、
感
じ
な
い
か
…
…
」
と
促
す
と
、

「
こ
れ
は
や
は
り
片
方
が
大
人
の
文
学
で
、
片
方
は
青
年
の
文
学
と
い
う

感
じ
が
非
常
に
し
ま
す
ね
。
つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
人
と
い
う
の
は
兎
に
角
大

人
だ
か
ら
、
生
活
の
実
感
と
い
う
も
の
を
文
学
で
求
め
る
と
思
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
の
生
活
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

が
先
に
来
る
の
じ
や
な
い
で
し
ょ
う
か
。
」
と
述
べ
て
、
さ
ら
に
続
け
て
食
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物
の
描
写
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。

　
こ
の
鼎
談
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
作
家
イ
シ
ャ
ウ
ッ
ド
の

こ
と
が
出
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
吉
田
健
一
は
、
昭
和
二
七
年
三
月
に
文

芸
春
秋
新
社
か
ら
イ
シ
ャ
ウ
ッ
ド
の
『
山
師
』
を
翻
訳
し
、
中
野
好
夫
も

同
じ
く
文
芸
春
秋
新
社
か
ら
昭
和
二
七
年
九
月
に
イ
シ
ャ
ウ
ッ
ド
の
『
救

い
な
き
人
々
』
を
翻
訳
し
て
い
る
。
中
野
好
夫
は
昭
和
一
五
年
四
月
号
の

『
英
語
研
究
』
の
「
現
代
英
米
作
家
鑑
賞
」
で
す
で
に
、
イ
シ
ャ
ウ
ッ
ド

の
『
Ω
○
○
血
ξ
①
8
じ
U
⑦
島
ど
（
翻
訳
名
『
救
い
な
き
人
々
』
）
に
つ
い
て
の

紹
介
記
事
を
書
い
て
い
る
。
『
あ
る
び
よ
ん
』
の
最
終
号
に
あ
た
る
第
四
八

号
に
も
、
福
田
陸
太
郎
が
エ
ッ
セ
イ
「
デ
ィ
テ
イ
ル
の
描
写
し
の
中
で
、

「
私
は
イ
ッ
シ
ャ
ウ
ッ
ド
の
作
品
な
ど
を
読
み
な
お
し
て
み
て
、
そ
の
描

写
の
し
か
た
に
非
常
に
興
味
を
覚
え
て
い
る
。
」
と
書
い
て
い
る
。
当
時
よ

く
読
ま
れ
た
文
学
者
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
一
六
号
（
昭
和
二
八
年
一
月
）
に
は
寄
稿
し
て
い
な
い
が
、
第
一
七

号
（
昭
和
二
八
年
三
月
）
の
「
ロ
ン
ド
ン
案
内
　
☆
行
っ
た
気
分
に
な
る

☆
」
と
銘
打
っ
た
特
集
に
は
、
吉
田
健
一
も
「
公
園
め
ぐ
り
」
と
い
う
エ

ッ
セ
イ
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
集
成
』
の
年
譜
で
は
「
未
確
認
」
と

な
っ
て
い
る
。
同
年
譜
で
は
他
に
『
あ
る
び
よ
ん
』
第
三
七
号
も
「
未
確

認
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
二
つ
の
号
は
ど
ち
ら
も
国
会
図
書
館
収
蔵

の
『
あ
る
び
よ
ん
』
の
欠
号
に
あ
た
る
。
エ
ッ
セ
イ
「
公
園
め
ぐ
り
」
は

後
に
、
「
ロ
ン
ド
ン
の
公
園
め
ぐ
り
」
と
改
題
さ
れ
て
、
『
英
語
上
達
法
』

（
垂
水
書
房
・
昭
和
三
二
年
七
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
著
作
集
』
で

は
、
第
九
巻
所
収
の
『
英
語
と
英
国
と
英
国
人
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
『
著
作
集
』
第
九
巻
の
解
題
で
、
「
ロ
ン
ド
ン
の
公
園
め
ぐ
り
」

を
「
初
出
未
詳
」
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
巻
の
刊
行
時
点
（
昭
和
五
四

年
六
月
）
で
未
詳
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
著
作
集
』
補
巻
二
（
昭

和
五
六
年
七
月
）
の
年
譜
で
は
、
こ
の
『
あ
る
び
よ
ん
』
第
一
七
号
の
エ

ッ
セ
イ
「
公
園
め
ぐ
り
」
が
「
ロ
ン
ド
ン
の
公
園
め
ぐ
り
」
と
改
題
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
初
出
と
単
行
本
で
ほ
と
ん
ど
異
同
は
な

い
が
、
ご
く
わ
ず
か
に
表
現
や
表
記
が
変
わ
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
た

と
え
ば
、
冒
頭
の
一
文
は
『
あ
る
び
よ
ん
』
で
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
る
。

　
ロ
ン
ド
ン
は
東
京
と
同
様
に
、
も
と
も
と
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
か

っ
た
都
会
が
発
展
し
て
行
く
途
上
で
、
前
は
郊
外
だ
つ
た
緑
地
帯
を

吸
収
す
る
の
が
早
か
っ
た
た
め
に
、
そ
の
緑
地
帯
の
一
部
が
そ
の
ま

ま
残
さ
れ
て
公
園
に
な
っ
た
と
言
へ
る
の
で
、
大
都
会
と
し
て
は
東

京
と
と
も
に
、
最
も
こ
の
種
類
の
施
設
に
恵
ま
れ
て
み
る
。

　
こ
の
部
分
が
『
著
作
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
、
「
そ
れ
ほ
ど
」

「
た
め
に
し
の
二
箇
所
が
漢
字
で
「
そ
れ
程
」
「
為
に
」
と
な
り
、
「
大
都

会
と
し
て
は
東
京
と
と
も
に
」
が
「
大
都
会
と
し
て
は
最
近
ま
で
の
東
京

と
と
も
に
」
に
表
現
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
に
関
し
て
『
著
作
集
』
第
九
巻
の
解
題
で
、
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公
園
の
広
さ
の
坪
換
算
で
「
あ
き
ら
か
に
誤
植
と
み
な
さ
れ
る
も
の
が
、

こ
れ
ま
で
の
全
刊
本
に
踏
襲
さ
れ
て
き
た
。
」
と
し
て
、
「
そ
こ
で
今
回
は
、

そ
れ
ら
公
園
の
広
さ
は
す
べ
て
、
換
算
し
直
し
た
数
字
に
あ
え
て
訂
正
し

た
。
」
と
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
や
は
り
む
し
ろ
原
文
の
ま
ま
と
し

て
、
補
注
な
ど
を
付
し
て
訂
正
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
第
一
八
号
（
昭
和
二
八
年
五
月
）
お
よ
び
、
第
一
九
号
（
昭
和
二
八
年

七
月
）
に
は
、
吉
田
健
一
は
書
い
て
い
な
い
が
、
第
一
九
号
の
投
書
欄
に

は
彼
が
翻
訳
し
た
『
怒
り
の
海
』
の
こ
と
が
出
て
い
る
の
で
、
紹
介
し
た

い
。
こ
れ
は
大
高
節
子
と
い
う
女
性
の
「
生
き
る
勇
気
」
と
い
う
投
書
で
、

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
先
日
、
吉
田
さ
ん
の
お
訳
し
に
な
っ
た
モ
ン
サ
ラ
ッ
ド
の
『
怒
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

の
海
』
を
読
み
ま
し
た
下
振
り
の
良
い
本
を
読
ん
で
感
激
ま
だ
去
り

や
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
す
。
（
中
略
）

　
今
、
私
は
、
生
き
る
た
め
に
一
番
必
要
な
も
の
は
「
勇
気
」
だ
と

思
っ
て
ゐ
ま
す
。
日
本
人
も
随
分
勇
敢
だ
つ
た
と
、
過
去
に
は
言
は

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
勇
気
と
は
又
別
な
、
そ
れ
よ
り

も
っ
と
深
い
よ
く
生
き
る
こ
と
を
愛
す
る
人
の
み
持
つ
勇
気
と
で
も

言
っ
た
ら
よ
い
で
せ
う
か
、
そ
の
や
う
な
勇
気
の
あ
り
方
を
『
怒
り

の
海
』
は
読
み
取
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
物
事
を
真
正
面
か
ら
見
て

正
し
く
判
断
す
る
勇
気
、
そ
れ
さ
へ
あ
れ
ば
、
ま
す
く
多
事
多
難

の
こ
れ
か
ら
の
世
の
中
を
恐
れ
ず
に
生
き
て
行
け
る
の
で
は
な
い
で

せ
う
か
。

　
『
怒
り
の
海
』
の
本
質
を
よ
く
捉
え
た
す
ぐ
れ
た
感
想
で
あ
る
。
吉
田

健
一
が
ニ
コ
ラ
ス
・
モ
ン
サ
ラ
ッ
ト
著
『
怒
り
の
海
』
の
翻
訳
上
下
二
冊

を
新
潮
社
か
ら
刊
行
し
た
の
は
、
昭
和
二
八
年
一
月
で
あ
る
か
ら
、
半
年

ほ
ど
で
こ
の
よ
う
な
反
響
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
雑
誌
『
あ
る

び
よ
ん
』
の
裏
表
紙
に
は
毎
号
英
国
映
画
協
会
提
供
の
映
画
の
宣
伝
が
出

て
い
る
の
だ
が
、
第
二
一
号
（
昭
和
二
八
年
一
一
月
）
に
は
、
映
画
『
怒

り
の
海
』
の
宣
伝
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ぽ
、
こ
の
映
画
は

「
エ
ジ
ン
バ
ラ
映
画
祭
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ロ
ウ
レ
ル
賞
獲
得
作
品
」
で
、
「
死

線
を
超
え
た
海
の
男
達
の
友
情
と
闘
魂
の
渦
潮
！
」
「
世
界
的
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
、
ニ
コ
ラ
ス
・
モ
ン
サ
ラ
ッ
ト
の
原
作
し
「
性
格
名
優
　
ジ
ャ
ッ
ク
・
ホ

ウ
キ
ン
ス
主
演
し
「
英
国
の
惑
星
　
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
フ
レ
ン
ド
監
督
」
と
あ

る
。　

第
二
〇
号
（
昭
和
二
八
年
九
月
）
に
は
寄
稿
し
て
い
な
い
が
、
第
二
一

号
（
昭
和
二
八
年
二
月
）
に
は
、
鼎
談
「
イ
ギ
リ
ス
の
旅
に
拾
う
」
が

あ
る
。
小
川
芳
男
と
福
原
麟
太
郎
と
吉
田
健
一
の
座
談
会
で
あ
る
。
見
出

し
は
「
き
れ
い
に
な
っ
た
町
し
「
騒
音
の
な
い
イ
ギ
リ
ス
の
町
」
「
病
院
か

ら
水
力
電
気
ま
で
」
「
芝
居
見
物
」
「
会
っ
た
人
々
」
「
英
国
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
支
那
」
で
、
小
川
が
司
会
役
に
な
っ
て
い
る
。
吉
田
健
一
は
昭
和
二
八

年
八
月
に
池
島
信
平
・
河
上
徹
太
郎
・
福
原
麟
太
郎
と
と
も
に
約
一
ヵ
月

間
イ
ギ
リ
ス
を
訪
問
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
体
験
は
、
第
二
六
・
三
〇
号
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な
ど
の
エ
ッ
セ
イ
に
結
実
し
て
い
る
。

　
第
二
二
号
（
昭
和
二
九
年
一
月
）
に
は
、
「
T
・
S
・
エ
リ
オ
ッ
ト
し
と

い
う
評
論
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後
に
、
『
詩
と
近
代
』
（
小
澤
書
店

刊
・
昭
和
五
〇
年
七
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
評
論
は
第
二
二
号

に
の
み
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
講
談
社
文
芸
文
庫
に
収
め
ら
れ
て

い
る
吉
田
健
一
の
作
男
末
尾
に
付
け
ら
れ
て
い
る
藤
本
寿
彦
編
の
年
譜
に

は
、
こ
の
部
分
に
誤
り
が
あ
る
。
同
年
譜
の
一
九
五
四
年
一
月
の
項
に
、

「
同
月
か
ら
三
月
ま
で
『
T
・
S
・
エ
リ
オ
ッ
ト
』
を
『
あ
る
び
よ
ん
』

に
連
載
。
し
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
今
述
べ
た
よ
う
に
連
載
で
は
な
く
、
一
回

で
完
結
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
記
述
は
、
お
そ
ら
く
筑
摩
書
房
版
『
現

代
日
本
文
学
大
系
』
6
6
所
収
の
郡
司
勝
義
編
の
「
吉
田
健
一
年
譜
」
を
踏

襲
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
昭
和
二
九
年
の
項
に
』
月
か
ら
三
月
ま

で
『
T
・
S
・
エ
リ
オ
ッ
ト
』
を
『
あ
る
び
よ
ん
』
に
連
載
。
」
と
あ
る
か

ら
で
あ
る
。

　
こ
の
誤
り
は
幸
い
『
著
作
集
』
と
『
集
成
』
の
年
譜
に
は
踏
襲
さ
れ
て

い
な
い
が
、
『
著
作
集
』
で
は
こ
の
第
二
二
号
の
G
・
S
・
フ
レ
イ
ザ
ア
「
日

英
文
化
人
の
交
流
」
の
翻
訳
を
吉
田
健
一
と
し
て
い
る
。
こ
の
翻
訳
の
末

尾
に
二
一
・
四
、
N
H
K
第
一
放
送
『
海
外
の
話
題
』
し
と
あ
る
が
、
翻

訳
者
の
名
前
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
第
六
号
の
翻
訳
と

と
も
に
、
こ
こ
で
も
翻
訳
者
を
吉
田
健
一
に
特
定
す
る
の
は
い
か
が
な
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
第
二
三
号
（
昭
和
二
九
年
三
月
）
に
は
「
イ
ギ
リ
ス
文
学
案
内
」
を
掲

載
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
チ
ョ
オ
サ
ア
」
「
チ
ョ
オ
サ
ア
以
後
か
ら
エ
リ
ザ

ベ
ス
時
代
ま
で
の
中
間
期
」
「
エ
リ
ザ
ベ
ス
時
代
」
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
し

「
十
八
世
紀
の
文
学
」
「
十
九
世
紀
」
「
二
十
世
紀
」
と
い
う
見
出
し
か
ら

な
り
、
三
段
討
尋
ペ
ー
ジ
の
評
論
で
あ
る
。
末
尾
に
「
付
記
。
こ
れ
は
前

に
一
度
、
縢
る
特
殊
な
雑
誌
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
こ
と
を

書
き
改
め
る
の
も
気
が
ひ
け
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
出
す
こ
と
に
す

る
。
」
と
い
う
但
書
き
が
付
い
て
い
る
。
「
薫
る
特
殊
な
雑
誌
に
発
表
し
た

も
の
」
と
い
う
の
が
何
を
指
す
の
か
、
年
譜
類
を
見
て
も
、
こ
れ
に
該
当

す
る
評
論
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
こ
の
評
論
に
つ
い
て
は
、
『
集
成
』

年
譜
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
（
そ
こ
で
は
題
名
が
「
英
文
学
案
内
」
と
い

う
目
次
の
題
に
な
っ
て
い
る
）
が
、
『
著
作
集
』
年
譜
に
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。4

　
第
二
四
号
か
ら
第
四
八
号
ま
で

　
第
二
四
号
（
昭
和
二
九
年
五
月
）
は
『
あ
る
び
よ
ん
』
の
創
刊
五
周
年

に
あ
た
る
。
こ
の
号
に
吉
田
健
一
は
短
い
エ
ッ
セ
イ
「
よ
く
続
い
た
も
の
」

を
寄
稿
し
て
い
る
。
全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
あ
る
び
よ
ん
し
が
五
周
年
記
亭
号
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
と
聞

い
て
驚
き
ま
し
た
。
よ
く
続
い
た
も
の
で
す
。
そ
の
お
手
伝
ひ
は
初

め
の
う
ち
こ
そ
や
っ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
今
で
は
雑
誌
が
来
る
ご
と
に

借
金
取
り
に
攻
め
立
て
ら
れ
る
思
ひ
で
、
全
く
か
う
い
ふ
成
果
を
得
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た
の
は
長
谷
川
さ
ん
を
始
め
編
集
部
の
方
々
の
努
力
あ
っ
て
の
こ
と

で
す
。
そ
れ
に
感
謝
し
て
み
る
と
書
く
の
も
、
空
々
し
い
気
が
し
ま

す
。
と
同
時
に
又
、
も
う
大
丈
夫
だ
と
も
、
実
は
思
っ
て
み
る
の
で

す
。
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　
こ
の
短
文
に
は
、
彼
の
率
直
な
感
慨
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
『
あ
る
び
よ

ん
』
の
創
刊
号
と
第
二
号
に
は
、
表
紙
に
「
編
集
し
と
し
て
林
達
夫
と
福

田
漉
存
と
と
も
に
吉
田
健
一
の
名
前
も
挙
が
っ
て
お
り
、
第
七
号
ま
で
は

毎
回
執
筆
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
彼
に
と
っ
て
こ
の
雑
誌
の
存
在

は
大
き
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
昭
和
二
六
年
か
ら
二
九

年
に
か
け
て
の
吉
田
健
一
の
文
学
活
動
は
、
単
行
本
の
翻
訳
が
多
く
な
り
、

『
あ
る
び
よ
ん
』
へ
の
寄
稿
は
次
第
に
減
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
刊
行

し
た
翻
訳
書
は
、
講
談
社
文
芸
文
庫
の
著
書
目
録
に
よ
れ
ぽ
、
昭
和
二
六

年
に
は
デ
フ
ォ
オ
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
漂
流
記
』
（
新
潮
文
庫
）
、
チ
ェ
ス
タ
ア

ト
ン
『
木
曜
の
男
』
（
早
川
書
房
）
、
ワ
イ
ル
ド
『
芸
術
論
』
（
要
書
房
）
、

ギ
ッ
ブ
ス
『
お
前
の
敵
』
（
小
山
書
店
）
、
コ
ラ
ン
『
野
蛮
な
遊
び
』
上
下

（
筑
摩
書
房
）
を
出
版
し
て
い
る
。
昭
和
二
七
年
に
は
、
デ
ュ
・
モ
オ
リ

ァ
『
真
実
の
山
』
（
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
社
）
、
ル
ネ
・
ラ
ル
ウ
『
英
文
学
史
』
（
白

水
社
）
、
イ
シ
ャ
ウ
ッ
ド
『
山
師
』
（
文
芸
春
秋
新
社
）
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ウ

イ
リ
ア
ム
ズ
『
リ
チ
ャ
ア
ド
ソ
ン
物
語
』
（
高
野
良
二
と
共
訳
、
新
潮
社
）
、

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ボ
ウ
エ
ン
『
日
ざ
か
り
』
（
新
潮
社
）
を
刊
行
し
て
い
る
。

昭
和
二
八
年
に
は
、
モ
ン
サ
ラ
ッ
ト
『
怒
り
の
海
』
上
下
（
新
潮
社
）
、
ブ

ド
ウ
・
ス
ワ
ニ
イ
ゼ
『
叔
父
ス
タ
ア
リ
ン
』
（
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
社
）
、
デ
ュ
・

モ
オ
リ
ァ
『
林
檎
の
木
』
（
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
社
）
、
ヘ
ン
リ
イ
こ
・
こ
フ
ァ
『
性

の
世
界
』
（
新
潮
社
）
、
ヘ
ン
リ
イ
こ
・
こ
フ
ア
『
暗
い
春
』
（
人
文
書
院
）
、

ブ
ル
ウ
ス
・
マ
ア
シ
ャ
ル
『
抵
抗
の
戦
場
』
（
日
本
出
版
協
同
株
式
会
社
）
、

ト
イ
ン
ビ
イ
『
世
界
と
西
欧
』
（
新
潮
社
）
を
翻
訳
し
て
い
る
。
昭
和
二
九

年
に
は
、
T
・
S
・
エ
リ
オ
ッ
ト
『
荒
地
・
評
論
』
（
新
潮
社
）
、
T
・
S
・

エ
リ
オ
ッ
ト
『
カ
ク
テ
ル
・
パ
ア
テ
ィ
』
（
福
田
恒
存
と
共
訳
、
新
潮
社
）
、

ク
退
学
デ
ル
、
ジ
イ
ド
往
復
書
簡
『
愛
と
信
仰
に
つ
い
て
』
（
河
上
徹
太
郎

と
共
訳
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
社
）
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ソ
ン
『
若
い
人
々
の
た
め
に
』

（
池
田
書
店
）
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
時
期
の
翻
訳
は
非
常
に
多
く
、

翻
訳
家
と
し
て
の
活
動
が
中
心
に
な
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　
第
二
五
号
（
昭
和
二
九
年
七
月
）
に
は
何
も
寄
稿
し
て
い
な
い
が
、
第

二
六
号
（
昭
和
二
九
年
九
月
）
に
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
の
ク
ラ
ブ
」
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
前
年
の
イ
ギ
リ
ス
訪
問
の
時
の
体
験
を

織
り
混
ぜ
て
書
い
た
も
の
で
、
後
に
『
英
語
上
達
法
』
（
垂
水
書
房
・
昭
和

三
二
年
七
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
第
二
七
号
（
昭
和
二
九
年
＝
月
）

に
は
、
「
英
国
映
画
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
を
見
て
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ

を
寄
稿
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
小
特
集
の
よ
う
な
形
で
、
吉
田
健
一
を
含

め
て
八
名
が
感
想
を
寄
せ
て
い
る
。
掲
載
順
に
氏
名
を
示
せ
ば
、
飯
島
小

平
（
早
大
文
学
部
教
授
）
・
中
橋
一
夫
（
東
大
教
授
英
文
学
者
）
・
崎
山
正

毅
（
N
H
K
国
際
局
長
・
英
文
学
者
）
・
清
水
光
（
「
映
画
芸
術
」
主
幹
・

京
都
工
芸
繊
維
大
教
授
）
・
吉
田
健
一
（
英
文
学
者
）
・
内
村
直
也
（
劇
作
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家
）
・
北
村
喜
八
（
演
出
・
劇
作
家
）
・
西
村
孝
次
（
明
大
教
授
）
の
八
名

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
の
末
尾
に
か
っ
こ
で
示
し
た
現
職
が
付
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
後
は
第
二
八
号
（
昭
和
三
〇
年
一
月
）
と
第
二
九
号
（
昭
和
三
〇

年
三
月
）
に
は
書
い
て
い
な
い
が
、
第
三
〇
号
（
昭
和
三
〇
年
五
月
）
に

は
、
か
な
り
長
い
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
ロ
ッ
ホ
・
ネ
ス

の
怪
物
」
と
い
う
題
で
、
三
段
組
で
一
〇
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
。
昭
和
二
八

年
八
月
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
体
験
談
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
て
お

り
、
情
景
描
写
や
心
理
描
写
が
詳
し
く
、
短
篇
小
説
と
言
っ
て
も
よ
い
作

品
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
に
、
『
随
筆
　
酒
に
呑
ま
れ
た
頭
』
（
新
潮
社
・
昭

和
三
〇
年
八
月
）
、
お
よ
び
、
『
酒
宴
』
（
東
京
創
元
社
・
昭
和
ご
．
】
二
年
二

月
）
に
収
録
さ
れ
た
。

　
第
三
一
号
（
昭
和
三
〇
年
七
月
）
・
第
三
二
号
（
昭
和
三
〇
年
九
月
）
に

は
書
い
て
い
な
い
が
、
第
三
三
号
（
昭
和
三
〇
年
一
一
月
目
に
は
、
コ
頁

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
し
の
項
で
吉
田
健
一
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ノ
ー
ネ

ク
タ
イ
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
袖
を
肘
の
上
ま
で
折
り
曲
げ
、
左
手
に
短
い
吸

い
さ
し
の
煙
草
を
持
っ
て
腕
組
み
し
て
い
る
上
半
身
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
内
容
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
酒
と
料
理
の
こ
と
か

ら
始
ま
り
、
最
後
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
近
代
性
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

冒
頭
は
、
「
吉
田
さ
ん
の
著
書
を
輝
く
と
、
ど
こ
か
の
隅
に
必
ず
、
心
楽
し

い
酒
談
義
を
発
見
す
る
。
」
と
書
か
れ
、
「
更
に
最
近
の
ヒ
ッ
ト
随
筆
集
と

し
て
は
『
酒
に
呑
ま
れ
た
頭
』
が
あ
る
。
し
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
最
後
は
、

「
名
門
の
家
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
生
粋
の
庶
民
性
を
身
に
つ
け
て
い
る
あ

た
り
、
こ
れ
が
吉
田
さ
ん
の
人
気
の
根
源
で
あ
ろ
う
。
今
年
四
十
三
歳
。
」

と
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
き
方
は
、
当
時
の
吉
田
健
一
が
、
読
ん

で
楽
し
い
随
筆
家
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
後
、
第
三
四
号
（
昭
和
三
一
年
一
月
）
・
第
三
五
号
（
昭
和
三
一
年

三
月
）
・
第
三
六
号
（
昭
和
三
一
年
五
月
）
の
各
号
に
は
寄
稿
し
て
い
な
い
。

第
三
七
号
（
昭
和
三
一
年
七
月
）
に
は
、
A
・
C
・
ス
ウ
ィ
ン
バ
ー
ン
の

詩
「
ア
タ
ラ
ン
タ
に
対
す
る
合
唱
」
の
翻
訳
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
詩

は
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
河
出
書
房
版
『
世
界
詩
人
全
集
』
第
四
巻
（
昭
和

二
九
年
一
二
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
そ
こ
で
は
、
「
劇
詩
『
カ

リ
ド
ン
に
行
っ
た
ア
タ
ラ
ン
タ
』
よ
り
」
と
い
う
題
の
下
に
、
「
合
唱
」
「
別

れ
の
歌
」
の
二
つ
の
訳
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
『
あ
る
び
よ
ん
』
に
掲
載

さ
れ
た
も
の
は
「
合
唱
」
と
比
べ
て
、
句
読
点
や
表
記
・
表
現
な
ど
に
若

干
の
改
変
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
翻
訳
詩
を
ま
と
め
た
『
葡
萄

酒
の
色
』
（
垂
水
書
房
・
昭
和
四
〇
年
一
月
、
小
澤
書
店
・
昭
和
五
三
年
八

月
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
著
作
集
』
も
『
集
成
』
も
年
譜
で
、

こ
の
項
目
の
表
記
が
「
ス
ウ
ィ
ン
バ
ア
ン
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
『
あ
る

び
よ
ん
』
で
は
目
次
・
本
文
と
も
に
「
ス
ウ
ィ
ン
バ
ー
ン
」
で
あ
る
。

　
第
三
八
号
（
昭
和
三
一
年
二
月
）
に
は
何
も
書
い
て
い
な
い
。
第
三

九
号
（
昭
和
三
二
年
一
月
）
に
も
寄
稿
は
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
号
の
口

絵
写
真
の
次
の
広
告
ペ
ー
ジ
に
は
吉
田
茂
・
吉
田
健
一
の
『
大
磯
清
談
』

（
文
芸
春
秋
新
社
）
の
宣
伝
が
出
て
お
り
、
碍
週
刊
東
京
』
に
連
載
好
評
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を
博
し
た
父
子
対
談
」
と
あ
り
、
同
ペ
ー
ジ
下
段
の
「
最
近
の
イ
ギ
リ
ス

関
係
新
刊
書
し
の
筆
頭
に
吉
田
健
一
の
『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
』
（
垂
水
書
房
）

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
七
八
ペ
ー
ジ
か
ら
七
九
ペ
ー
ジ
の
「
あ
る

び
よ
ん
・
く
ら
ぶ
総
会
ア
ル
バ
ム
し
の
写
真
に
は
吉
田
健
一
の
姿
も
見
え

る
。
第
四
〇
号
（
昭
和
三
二
年
三
月
）
に
も
寄
稿
し
て
い
な
い
が
、
最
終

ペ
ー
ジ
の
消
息
欄
に
「
吉
田
健
一
氏
『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
』
で
読
売
文
学

賞
を
獲
得
し
た
。
」
と
い
う
短
い
記
事
が
出
て
い
る
。

　
第
四
一
号
（
昭
和
三
二
年
五
月
）
に
は
短
い
文
章
で
あ
る
が
久
し
ぶ
り

に
寄
稿
が
見
え
る
。
「
神
西
さ
ん
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。
『
あ
る
び

よ
ん
』
の
創
刊
に
も
関
わ
る
思
い
出
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
全
文
を
引
用

し
た
い
。　

神
西
清
氏
が
三
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
。
「
あ
る
び
よ
ん
」
並
び
に
あ

る
び
よ
ん
・
く
ら
ぶ
は
神
西
さ
ん
の
発
案
で
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、

終
戦
後
の
混
乱
の
中
で
秩
序
を
回
復
す
る
何
か
の
緒
に
な
る
も
の
を

神
西
さ
ん
は
英
国
の
文
化
に
求
め
ら
れ
、
多
数
の
賛
同
者
を
得
て
、

先
ず
「
あ
る
び
よ
ん
し
が
創
刊
さ
れ
、
次
い
で
あ
る
び
よ
ん
・
く
ら

ぶ
が
結
成
さ
れ
た
。

　
神
西
さ
ん
は
英
国
と
い
う
も
の
に
絶
え
ず
関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ

て
、
悲
哀
の
英
国
女
王
た
る
ジ
ェ
ー
ン
・
グ
ン
…
に
関
す
る
優
れ
た

研
究
も
あ
る
。

　
最
後
に
公
的
な
会
合
に
顔
を
出
さ
れ
た
の
も
、
昨
年
の
あ
る
び
よ

ん
総
会
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
古
垣
鉄
郎
氏
の
会
長
就
任
に
賛

意
を
表
し
て
後
、
直
ぐ
に
帰
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
第
四
一
号
の
口
絵
写
真
の
次
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
「
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
祭
」
の
催
し
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
四
月
二
〇
日
（
土
）

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
東
京
大
学
で
行
な
わ
れ
る
講
演
に
吉
田
健
一
の
名

前
が
見
え
る
。
題
名
は
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
つ
い
て
し
で
あ
る
。
年
譜

類
に
も
こ
の
講
演
の
こ
と
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
実
際
に
行
な
わ

れ
た
か
ど
う
か
は
、
こ
の
予
告
広
告
だ
け
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
が
、
吉
田

健
一
に
関
す
る
資
料
と
し
て
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　
第
四
二
号
（
昭
和
三
二
年
八
月
）
に
は
寄
稿
は
見
ら
れ
な
い
が
、
第
四
三

号
（
昭
和
三
四
年
一
月
）
に
は
「
祝
復
刊
」
と
い
う
短
い
文
章
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
『
集
成
』
の
年
譜
で
は
「
未
確
認
し
と
な
っ
て
い
る
。
国
会
図

書
館
所
蔵
の
『
あ
る
び
よ
ん
』
は
創
刊
号
か
ら
第
四
二
号
ま
で
で
あ
り
、

第
四
三
号
は
現
在
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
に
全
文

を
掲
げ
よ
う
。

　
「
あ
る
び
よ
ん
」
が
再
刊
さ
れ
る
由
、
大
慶
に
存
じ
ま
す
。
妙
な

も
の
で
、
あ
る
び
よ
ん
・
く
ら
ぶ
を
始
め
た
時
は
、
こ
ん
な
こ
と
に

な
る
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
あ
る
び
よ
ん
の
各
支
部
は
発

展
し
て
、
く
ら
ぶ
を
作
っ
た
趣
旨
が
、
実
際
に
根
拠
が
あ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
解
ら
せ
て
く
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
雑
誌
が
休
刊
に
な
つ
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て
い
る
間
も
、
方
々
の
支
部
は
健
在
な
の
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
と

い
う
こ
と
は
、
「
あ
る
び
よ
ん
」
の
読
者
諸
氏
も
熱
を
失
わ
ず
に
こ
の

雑
誌
の
再
刊
を
持
っ
て
（
引
用
者
注
、
原
文
の
マ
マ
。
「
待
っ
て
」
の

誤
植
か
）
お
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
　
一
つ
の
雑
誌
に
と
っ

て
、
こ
れ
は
大
し
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
雑
誌
の
発
展
を
祈
り

ま
す
。

　
第
四
二
号
以
来
、
約
｝
年
半
に
わ
た
っ
て
休
刊
し
て
い
た
『
あ
る
び
よ

ん
』
が
再
刊
さ
れ
た
こ
と
を
喜
ぶ
文
章
で
あ
る
。
成
田
成
寿
に
よ
る
編
集

後
記
に
は
、
「
財
政
的
困
難
の
た
め
し
に
休
刊
し
て
い
た
こ
と
や
、
「
あ
る

び
よ
ん
・
く
ら
ぶ
に
は
専
門
の
編
集
員
は
い
な
い
。
み
ん
な
素
人
で
、
ま

た
忙
し
い
仕
事
の
片
手
間
に
や
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
が
、
あ
る
び

よ
ん
・
く
ら
ぶ
ら
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
仕
事
を
推
進
継

続
し
て
い
く
こ
と
に
は
、
会
員
諸
氏
の
物
心
両
面
の
後
援
に
待
つ
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
雑
誌
継
続
の
困
難
さ
が
語
ら
れ
て

い
る
。

　
第
四
四
号
（
昭
和
三
四
年
三
月
）
に
も
「
あ
る
び
よ
ん
的
連
載
」
と
い

う
短
い
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
全
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
本
紙
連
載
の
中
村
英
勝
氏
の
「
英
国
開
化
小
史
」
は
地
味
な
労
作

で
あ
る
と
い
う
点
で
、
ま
だ
余
り
一
般
の
注
意
を
惹
い
て
い
な
い
よ

う
で
す
が
、
こ
う
い
う
纏
め
方
を
し
た
も
の
は
、
今
日
の
英
国
で
も

余
り
そ
の
類
を
見
な
く
て
、
完
成
の
暁
に
は
、
英
国
に
関
心
が
あ
る

凡
て
の
ひ
と
び
と
に
と
っ
て
必
読
の
書
と
な
る
こ
と
を
疑
い
ま
せ

ん
。
中
村
氏
の
御
健
筆
を
祈
り
ま
す
。

　
第
四
五
号
（
昭
和
三
四
年
六
月
）
に
は
、
二
段
七
四
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る

エ
ッ
セ
イ
「
ロ
ン
ド
ン
の
公
園
と
郊
外
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
表
現
は

新
仮
名
遣
い
で
あ
る
が
、
後
に
『
英
語
と
英
国
と
英
国
人
と
』
（
垂
水
書
房
・

昭
和
三
五
年
八
月
）
に
収
録
さ
れ
た
時
は
、
旧
仮
名
遣
い
に
な
っ
て
お
り
、

漢
字
の
あ
て
方
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
『
あ
る
び
よ
ん
』

第
一
七
号
の
「
ロ
ン
ド
ン
の
公
園
め
ぐ
り
」
と
】
対
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
第
四
六
号
（
昭
和
三
四
年
八
月
）
、
お
よ
び
第
四
七
号
（
昭
和
三
四
年
一
二

月
）
に
は
寄
稿
し
て
い
な
い
が
、
最
終
号
と
な
っ
た
第
四
八
号
（
昭
和
三
五

年
八
月
）
に
は
「
松
方
さ
ん
」
と
い
う
短
い
エ
ッ
セ
イ
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
こ
と
は
、
最
も
詳
細
な
『
著
作
集
』
と
『
集
成
』

の
年
譜
の
ど
ち
ら
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
松
方
理
事
長
が
御
健
康
を
回
復
な
さ
っ
た
の
は
何
よ
り
で
す
。
ど

ん
な
組
織
で
も
、
こ
れ
は
雑
誌
も
含
め
て
、
誰
か
中
心
人
物
が
一
人

い
て
始
め
て
健
全
に
活
動
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
「
あ
る
び
よ
ん

く
ら
ぶ
」
に
と
っ
て
は
何
と
云
っ
て
も
、
松
方
さ
ん
が
い
て
下
さ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
一
層
の
発
展
を
期
待
す
る
な
ど
と
云

う
こ
と
は
申
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
発
展
と
云
う
風
な
こ
と
は
仕
事
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を
続
け
て
い
る
う
ち
に
向
う
か
ら
や
っ
て
来
る
も
の
で
、
「
あ
る
び
よ

ん
」
は
こ
れ
か
ら
も
「
あ
る
び
よ
ん
」
で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
こ
の
文
章
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
『
あ
る
び
よ
ん
』
が
本
号
で
最
終
号

と
な
る
と
は
、
吉
田
健
一
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
現
実
に
は
、

こ
の
号
以
後
の
『
あ
る
び
よ
ん
』
の
存
在
は
、
知
ら
れ
て
い
な
い
。
昭
和

二
四
年
六
月
以
来
、
通
巻
四
八
号
を
数
え
た
『
あ
る
び
よ
ん
』
も
終
刊
し

た
の
で
あ
る
。
吉
田
健
一
は
こ
の
雑
誌
の
創
刊
時
に
お
い
て
は
、
積
極
的

に
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
し
、
評
論
や
翻
訳
や
エ
ッ
セ
イ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
文
章
を
寄
せ
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
在
で
は
雑
誌
『
あ

る
び
よ
ん
』
の
存
在
も
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
全
巻
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
図
書
館
な
ど
の
機
関
も
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
雑
誌
の
全

巻
を
通
覧
し
、
従
来
の
年
譜
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
を
逐
一
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
の
意
義
は
、
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
と
思
う
。
そ

の
結
果
、
本
稿
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
記
述
の
誤
り
を
訂
正
す
る
こ
と

が
で
き
、
さ
ら
に
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
吉
田
健
一
の
文
学
的
業
績
も

付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

界
推
理
小
説
全
集
』
5
9
の
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ポ
ー
ル
著
・
小
津
次
郎
訳
『
ル

ー
ヴ
ル
の
怪
事
件
』
の
月
報
に
、
「
ポ
ー
ル
頒
」
と
い
う
短
い
エ
ッ
セ
イ
を

寄
せ
て
い
る
。
こ
の
全
集
の
監
修
と
し
て
、
江
戸
川
乱
歩
・
植
草
甚
一
・

吉
田
健
一
・
大
岡
昇
平
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
吉
田
健
一
が
エ
ッ

セ
イ
な
ど
で
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ポ
ー
ル
に
言
及
す
る
こ
と
は
多
く
、
特
に
『
書

架
記
』
（
中
央
公
論
社
・
昭
和
四
八
年
八
月
）
に
は
ヨ
リ
オ
ッ
ト
・
ポ
オ

ル
の
探
偵
小
説
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
が
あ
り
、
最
晩
年
の
著
書
『
思
ひ
出

す
ま
ま
に
』
（
集
英
社
・
昭
和
五
二
年
一
月
）
で
も
、
そ
の
冒
頭
が
エ
リ
オ

ッ
ト
・
ポ
ー
ル
の
こ
と
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
書
架
記
』
と
『
思

ひ
出
す
ま
ま
に
』
に
お
け
る
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ポ
ー
ル
へ
の
言
及
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
「
近
代
文
学
に
お
け
る
ヴ
ァ
ト
ー
－
一
堀
口
大
学
か
ら
吉
田
健

一
ま
で
…
一
」
（
『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第
十
三
号
・
平
成
七
年
）
で
、

多
少
触
れ
て
い
る
。

　
月
報
に
書
か
れ
た
「
ポ
ー
ル
頒
」
は
、
こ
れ
ら
の
単
行
本
所
収
の
エ
ッ

セ
イ
と
比
べ
て
、
早
い
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
『
著
作
集
』
や
『
集

成
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
全
文
を
引
用
し
て
お
き
た

い
。

三
　
そ
の
他
の
文
学
活
動

1
　
「
ポ
ー
ル
頒
』
に
つ
い
て

　
吉
田
健
一
は
、
昭
和
三
四
年
九
月
に
東
京
創
元
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
世

　
今
度
出
る
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ポ
ー
ル
で
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
推
理
小

説
家
が
日
本
で
最
初
に
訳
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
推
理
小
説
に
は
そ

の
専
門
の
作
者
や
読
者
が
み
る
の
だ
さ
う
で
、
さ
う
い
ふ
専
門
家
は

何
に
付
け
て
も
厄
介
な
存
在
で
あ
る
が
、
ポ
ー
ル
の
こ
と
も
ど
う
思
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ふ
か
解
ら
な
い
。
こ
っ
ち
の
個
人
的
な
好
み
を
言
ふ
と
推
理
小
説
で

も
、
一
般
の
小
説
並
に
面
白
く
読
め
て
、
登
場
人
物
が
恋
愛
を
し
た

り
、
御
馳
走
を
食
べ
た
り
、
ど
う
に
も
滑
稽
な
事
件
が
起
き
た
り
す

る
の
が
よ
く
て
、
ポ
ー
ル
の
や
う
に
序
で
に
、
パ
リ
を
語
り
、
嘘
に

決
っ
て
い
る
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
歴
史
を
誠
し
ゃ
か
に
述
べ
立
て
て
く

れ
れ
ぼ
、
推
理
の
跡
が
楕
円
形
か
、
拠
物
線
を
描
く
か
な
ど
と
い
ふ

こ
と
は
問
題
で
は
な
い
。
現
に
、
こ
の
小
説
で
も
犯
人
は
果
せ
ら
れ

ず
に
芽
出
た
く
結
婚
す
る
し
犯
人
で
は
な
い
こ
と
が
解
っ
て
み
る
人

間
が
重
刑
に
処
さ
れ
て
み
る
。
専
門
家
に
言
は
せ
れ
ぼ
、
ど
う
い
ふ

こ
と
に
な
る
か
知
ら
な
い
が
、
一
流
の
文
学
で
あ
る
。

　
中
島
河
太
郎
に
よ
る
本
書
の
解
説
の
冒
頭
に
、
「
推
理
小
説
家
と
し
て
エ

リ
オ
ッ
ト
・
ポ
ー
ル
の
名
を
、
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
吉
田
健
一
氏

で
あ
っ
た
。
し
と
あ
り
、
吉
田
健
一
の
ポ
ー
ル
論
の
引
用
も
三
箇
所
ほ
ど
見

ら
れ
る
。
こ
の
引
用
は
お
そ
ら
く
、
昭
和
二
九
年
三
月
の
雑
誌
『
新
潮
』

に
発
表
さ
れ
た
「
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ポ
オ
ル
の
探
偵
小
説
」
に
よ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
未
見
で
あ
る
。

2
　
初
出
未
詳
の
出
典
、
お
よ
び
著
書
の
発
行
年
に
つ
い
て

　
『
著
作
集
』
や
『
集
成
』
の
年
譜
で
初
出
が
未
詳
と
な
っ
て
い
る
も
の

の
う
ち
、
出
典
が
わ
か
っ
た
も
の
が
二
つ
あ
る
の
で
紹
介
し
た
い
。
一
つ

は
、
『
著
作
集
』
第
二
五
巻
所
収
の
『
詩
と
近
代
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
小

林
秀
雄
i
図
書
目
録
し
の
出
典
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
著
作
集
』
の
解
題

で
初
出
未
詳
と
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
三
〇
年
一
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
新

潮
社
版
『
小
林
秀
雄
全
集
』
第
六
巻
の
月
報
に
書
か
れ
た
文
章
で
あ
る
。

な
お
、
『
詩
と
近
代
』
は
昭
和
五
〇
年
七
月
に
小
澤
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た

評
論
集
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
『
著
作
集
』
第
一
一
巻
所
収
の
『
書
き
捨
て
た
言
葉
』
に

収
め
ら
れ
て
い
る
「
親
に
孝
に
」
の
出
典
で
あ
る
。
こ
れ
も
初
出
未
詳
と

さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
三
三
年
｝
月
に
講
談
社
か
ら
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
『
日

本
』
の
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
『
集
成
』
の
「
吉
田
健
一
書
誌
」
で
発
行
の
日
付
が
未
確
認
と
な

っ
て
い
る
も
の
の
中
に
、
確
認
で
き
た
も
の
が
二
冊
あ
る
の
で
、
こ
こ
に

示
し
て
お
き
た
い
。
一
冊
は
、
垂
水
書
房
版
『
吉
田
健
一
著
作
集
』
の
第

十
二
巻
『
英
国
の
文
学
の
横
道
』
で
、
昭
和
四
二
年
一
月
三
〇
日
で
あ
る
。

も
う
一
冊
は
、
小
山
書
店
刊
行
の
『
ロ
レ
ン
ス
選
集
』
第
八
巻
の
『
息
子

と
恋
人
』
（
下
）
で
、
こ
れ
は
昭
和
二
五
年
一
〇
月
三
〇
日
刊
行
で
あ
る
。

3
　
知
ら
れ
ざ
る
文
学
業
績

　
昭
和
四
七
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
河
出
書
房
新
社
の
『
日
本
の
古

典
』
2
1
の
『
新
井
白
石
・
本
居
宣
長
』
の
中
で
、
「
秘
本
酷
く
し
げ
」
と
「
玉

勝
間
」
の
現
代
語
訳
を
吉
田
健
一
が
担
当
し
て
い
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
「
カ
ラ
ー
版
　
現
代
語

訳
」
と
銘
打
っ
た
全
二
五
巻
か
ら
な
り
、
久
松
潜
一
・
川
端
康
成
・
円
地
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文
子
・
山
本
健
吉
・
中
村
真
一
郎
の
五
名
が
責
任
編
集
し
て
い
る
。
『
古
事

記
』
か
ら
始
ま
り
『
江
戸
小
説
集
1
1
』
ま
で
、
訳
者
は
専
門
の
国
文
学
者

よ
り
も
む
し
ろ
、
小
説
家
や
評
論
家
が
多
い
。
こ
の
第
二
一
巻
は
杉
浦
明

平
訳
の
「
折
た
く
柴
の
記
」
、
桑
原
武
夫
訳
の
「
藩
翰
譜
」
、
河
上
徹
太
郎

訳
の
「
排
藍
小
船
」
、
吉
田
健
一
訳
の
「
秘
本
玉
く
し
げ
」
、
吉
田
健
一
訳

の
「
玉
勝
間
」
、
河
上
徹
太
郎
訳
の
「
宇
比
山
踏
し
、
野
口
武
彦
訳
の
「
先

輿
先
生
昼
頃
書
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
吉
田
健
一
が
こ
の
よ
う
な
日
本
の
古
典
の
現
代
語
訳
を
行
な
っ
て
い
る

の
は
意
外
で
も
あ
り
、
ま
た
、
従
来
の
年
譜
類
に
こ
の
仕
事
の
こ
と
は
記

載
さ
れ
て
い
な
い
の
も
不
審
で
あ
る
。
「
秘
本
玉
く
し
げ
」
は
全
訳
で
あ
る
。

「
玉
勝
間
し
は
抄
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
有
名
な
宣
長
の
兼
好
法
師

批
判
も
訳
し
て
い
る
が
、
「
ま
た
同
じ
法
師
が
人
は
四
十
八
に
な
ら
な
い
う

ち
に
死
ぬ
の
が
感
じ
が
い
い
と
言
っ
て
い
る
の
な
ど
も
」
（
二
六
三
ペ
ー
ジ

下
段
）
は
「
四
十
八
し
で
な
く
「
四
十
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

吉
田
健
一
は
、
外
国
文
学
を
翻
訳
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ち
の
著
者
や
そ

の
作
品
に
、
他
の
評
論
や
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
触
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ

に
対
し
て
、
本
居
宣
長
に
つ
い
て
や
こ
れ
ら
の
作
品
へ
の
言
及
は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
仕
事
は
彼
に
と
っ
て
、
あ
ま
り
重
要

な
位
置
付
け
を
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

　
吉
田
健
一
の
文
学
業
績
に
つ
い
て
は
、
『
著
作
集
』
や
『
集
成
』
な
ど
に

主
要
な
も
の
は
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
ご
く
短
い
エ
ッ
セ
イ
や
座
談
会
な

ど
は
そ
れ
ぞ
れ
の
初
出
誌
を
読
む
ほ
か
は
な
い
。
吉
田
健
一
は
み
ず
か
ら

の
作
品
を
著
書
の
形
で
次
々
に
ま
と
め
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
単
行
本
に
所

収
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
彼
が
自
分
の
作
品
と
し
て
重
視
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
未
収
録

の
文
章
も
ま
ぎ
れ
も
な
く
吉
田
健
一
の
作
品
で
あ
り
、
彼
の
文
学
世
界
を

形
成
す
る
一
つ
一
つ
の
礎
石
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
は

か
な
り
の
数
の
翻
訳
書
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
は
解
説
が
付
け

ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
そ
れ
ら
の
文
章
も
吉
田
健
一
の
文
学
観
を
よ

く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

　
吉
田
健
一
の
多
彩
な
文
学
世
界
の
研
究
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の
微
小

な
エ
ッ
セ
イ
な
ど
も
で
き
る
限
り
集
め
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な

ら
、
そ
れ
ら
は
雑
誌
な
ど
に
発
表
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
そ

の
雑
誌
自
体
が
こ
こ
五
〇
年
問
ほ
ど
の
も
の
で
さ
え
、
次
第
に
散
逸
し
つ

つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
稿
で
は
、
特
に
雑
誌

『
あ
る
び
よ
ん
』
を
中
心
に
、
吉
田
健
一
の
文
学
活
動
を
辿
っ
て
み
た
。

彼
は
昭
和
一
〇
年
代
に
は
、
同
人
誌
『
批
評
』
を
主
な
活
動
の
舞
台
と
七

て
い
た
が
、
戦
後
は
ま
ず
、
『
雄
鶏
通
信
』
に
寄
稿
し
、
次
い
で
『
あ
る
び



よ
ん
』
と
『
ユ
ー
ス
・
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
』
に
寄
稿
し
て
い
る
。
今
回
は
『
雄

鶏
通
信
』
と
『
ユ
ー
ス
・
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
』
に
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

こ
れ
ら
の
雑
誌
を
舞
台
に
、
昭
和
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
の

文
学
活
動
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
『
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
探
検
記
』
や
『
日
本
の
古
典
』
2
1
の
よ
う
に
、

従
来
の
年
譜
類
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
翻
訳
書
や
現
代
語
訳
も
あ
れ
ば
、

初
出
未
詳
の
も
の
も
ま
だ
多
い
。
今
後
も
吉
田
健
一
の
文
学
業
績
の
全
貌

の
解
明
に
向
け
て
、
探
索
と
考
察
を
続
け
て
ゆ
き
た
い
。

吉田健一年譜追考

　
付
記
　
本
研
究
は
、

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

平
成
九
年
度
放
送
大
学
特
別
研
究
費
に
よ
る
研
究

（
平
成
九
年
十
一
月
五
日
受
理
）
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The　Addition　of　the　Chronological　Record

of　Ken’ichi　Yoshida

Yuko　SHIMAUCKI

ABSTRACT

　　This　paper　aims　to　survey　the　literary　activities　of　Ken’ichi　Yoshida．The

author　found　out　his　unknown　short　essays　and　translation．

　　In　the　first　place，　point　out　his　translation　passed　over　in　his　chronological

record．　That　translation　is　“Exploration　Fawcett”　by　Brian　Fawcett．

　In　the　second　place，　look　over　his　criticism　of　English　literature　and　essays

appeared　in　“The　Albio’n”．　He　wrote　extensively　for　the　magazine，　but　now

this　magazine　is　forgotten　．

　In　the　third　place，　introduce　his　short　essay　about　Elliot　Paul　and　his　transla－

tion　of　Moteori－Norinaga’s　essay．


